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　はい ※ 想定される事例：施設、病院、在介などの関係機関が管理している。
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※　「福祉的対応」… すでに判断能力が低下している等の理由で、何らかの支援が必要への対応(後見活動開始まで待てない場合など)。
　いいえ 　条件： ①急を要する支援が必要なこと　　 （品川成年後見ｾﾝﾀｰ「ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ参照」）

②支援者が当面いないこと
③様々な事情があり、すぐには制度に結びつけられないこと

※ 行政による通帳・印鑑の保管が困難な場合、社協など関係機関に保管・金銭管理を相談。

経済的虐待が発覚！！
行政の関わりはあるか？

積極的な協力は可能か？

虐待による身体的な影響(食事や医療が受けられないなど)はあるか？

保護の必要性はあるか？
（緊急措置入所の検討）

市町村長申立の実施

通帳・印鑑などの保全が必要か？

措置入所及び市町村長申立を実施

本人保護及び後見制度申立などの協力を依頼

協力できる範囲を確認
（死亡時の対応など）

「福祉的対応」が可能な機関はあるか？

「審判前の保全処分」の申立を行い、
「財産保全処分」が認められた？

現状の管理で審判を待つ

審判に従い、財産管理者が対応

当該機関へ管理を依頼、審判を待つ

社協など関係機関と保管・金銭管理の調整を検討

本人は自覚しているか？

現状を変えたいと考えている？

家族の協力は可能か？

虐待している者は、虐待と自覚をしているか？

行政、関係機関を交えての会議を開催
(現状把握、課題の共有を行う）

状況を変える力がある？

権利擁護事業及び成年後見制度の利用、その他の支援を検討する

　　　　　－　家族等への確認事項　－
　①施設入所等の手続き
　②入所・入院後の緊急時対応
　③成年後見制度申立の協力
　④死亡時の対応
　⑤金銭管理
　※「金銭管理」は、受入先との調整による。
　　　優先順位は低い。

本人の現状確認、課題の共有を行う


